
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集
拔
刷

二
〇
二
二
年
十
⺼
八
日
　
發
行

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

河
野
貴
美
子



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
〇
五

は
じ
め
に

　

小
稿
は
、
一
九
二
七
年
に
日
本
が
北
京
に
設
置
し
、
一
九
四
五
年
ま
で
蒐
書
、

硏
究
活
動
が
行
わ
れ
た
北
京
人
文
科
學
硏
究
所（

１
）に
お
け
る
藏
書
形
成
の
調
査
と
觀

察
を
通
し
て
、
中
國
古
典
學
硏
究
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
。

　

筆
者
は
以
歬
、
余
嘉
錫
（
一
八
八
四
～
一
九
五
五
）
手
校
『
弘
決
外
典
鈔
』
抄
本

が
北
京
大
學
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
一
九
三
〇
年

代
當
時
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
、
德
富
蘇
峰
に
よ
る
影
印

本
（「
成
簣
堂
所
藏
寶
永
對
校
本（
２
）」）
を
書
寫
し
た
複
本
で
あ
る
と
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
る（

３
）。『
弘
決
外
典
鈔
』（
九
九
一
年
序
）
は
、
具
平
親
王
が
唐
・
湛
然
撰
『
止
觀

輔
行
傳
弘
決
』
中
の
外
典
（
漢
籍
）
に
關
わ
る
部
分
に
㊟
解
を
施
し
た
㊟
釋
書
で
、

中
國
古
典
籍
か
ら
の
引
用
を
豐
富
に
含
む
。
中
國
近
現
代
を
代
表
す
る
文
獻
學
者

で
あ
る
余
嘉
錫
は
、
日
本
へ
の
渡
航
經
驗
は
な
か
っ
た
が
、
北
京
人
文
科
學
硏
究

所
が
收
藏
し
た
『
弘
決
外
典
鈔
』
を
利
用
し
て
、
そ
こ
に
み
え
る
中
國
古
典
籍
の

引
用
狀
況
を
詳
密
に
檢
討
、
文
獻
考
證
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
例
を
と

っ
て
み
て
も
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
が
日
本
と
中
國
の
古
典
籍
硏
究
を
つ
な
ぐ

場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
實
態
の
一
端
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
は
、
戰
時
下
に
日
本
が
展
開
し
た
「
東

方
文
化
事
業
」
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
た
機
關
で
あ
り
、
中
國
側
か
ら
の
强
い

批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
側
か
ら
も
古
典
籍
の
蒐
集
や
硏
究
は
現
代
の
中
國
と

は
乖
離
し
た
不
要
不
急
の
事
業
だ
と
す
る
意
見
が
あ
り（

４
）、
當
該
事
業
の
所
管
が
外

務
省
か
ら
興
亞
院
（
一
九
三
八
年
）
を
經
て
大
興
亞
省
（
一
九
四
二
年
）
へ
と
移
っ

て
い
く
中
で
、
豫
算
の
削
減
な
ど
嚴
し
い
狀
況
に
お
か
れ
た
。
と
は
い
え
北
京
人

文
科
學
硏
究
所
は
、
そ
の
立
ち
上
げ
か
ら
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
～
一
九
三
九
）

や
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
～
一
九
四
七
）
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
方
針
を
定
め
運
營

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ま
た
橋
川
時
雄
（
一
八
九
四
～
一
九
八
二
）
と
い
う
學
問
の
み
な

ら
ず
企
畫
力
、
實
行
力
、
組
織
力
に
も
傑
出
し
た
人
物
が
實
務
を
進
め
、
特
色
あ

る
藏
書
群
を
形
成
し
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
多
く
の
中
國
人
學
者
の
關
與
と
協
力

が
あ
り
、
續
修
四
庫
全
書
提
要
の
編
纂
と
い
う
大
が
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推

進
さ
れ
た
。
そ
こ
で
實
踐
さ
れ
た
蒐
書
と
硏
究
は
、
中
國
古
典
學
硏
究
の
方
法
や

意
義
に
つ
い
て
今
な
お
重
要
な
示
唆
を
與
え
て
く
れ
る
も
の
に
み
え
る
。

　

以
下
小
稿
で
は
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
古
典
籍
硏
究

に
つ
い
て
、
關
係
の
記
錄
類
お
よ
び
藏
書
目
錄
を
中
心
に
辿
っ
て
み
る
。
特
に
、

現
在
中
國
科
學
院
文
獻
情
報
中
心
（
國
家
科
學
圖
書
館
）
に
殘
る
一
九
三
九
年
以
降

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

�

河
野
貴
美
子

 



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
〇
六

こ
と
を
傳
え
る
。

　

す
な
わ
ち
一
一
日
、
柯
委
員
長
か
ら
、
人
文
科
學
方
面
の
「
文
化
事
業
進
行
ノ

類
別
硏
究
」
と
し
て
、
次
の
項
目
が
提
案
さ
れ
る
。

一
、
經
學
（
小
學
ヲ
含
ム
）

一
、
史
學
（
金
石
、
目
錄
等
ノ
學
ヲ
含
ム
）

一
、
哲
學
（
程
、
朱
、
陸
、
王
ヲ

採
シ
西
洋
儒
者
ノ
學
說
ヲ
旁
參
ス
）

一
、
詞
章
學

一
、
天
算
學
（
或
ハ
天
算
ヲ
經
學
ニ
地
輿
ヲ
史
學
ニ
倂
入
ス
）

一
、
氣
輿
學

こ
れ
に
續
い
て
議
事
錄
に
は
、

服
部
委
員
―
（
中
略
）
自
分
ハ
硏
究
部
門
ヲ
哲
學
、史
學
、法
制
經
濟
、文
學
、

美
術
、
考
古
學
、
宗
敎
、
天
算
ノ
八
部
門
ニ
分
タ
ン
ト
欲
ス

委
員
長
―
自
分
ハ
經
學
ノ
部
門
ヲ
設
ケ
度
意
見
ナ
リ

服
部
委
員
―
自
分
ハ
經
學
ハ
哲
學
ノ
中
ニ
含
ム
コ
ト
ト
セ
リ

狩
野
委
員
―
自
分
ノ
意
見
ハ
經
學
ト
哲
學
ト
ハ
之
ヲ
別
ノ
部
門
ト
ス
ル
方
可

ナ
リ
ト
信
ス
其
他
ノ
點
ニ
就
テ
ハ
服
部
博
士
ノ
意
見
ニ
同
意
ナ
ル
カ
尙
此

外
ニ
言
語
學
ノ
一
部
門
ヲ
設
ケ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希

ス

服
部
委
員
―
然
ラ
ハ
狩
野
委
員
ノ
意
見
ニ
從
ヒ
經
學
ト
哲
學
ト
ヲ
分
チ
別
ニ

言
語
學
ノ
部
門
モ
設
ケ
都
合
十
部
門
ニ
シ
度

と
あ
り
、
經
學
を
哲
學
に
吸
收
さ
せ
よ
う
と
い
う
服
部
案
に
對
し
て
、
兩
者
を
分

け
る
べ
き
と
す
る
狩
野
案
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
狩
野
案
は
言
語
學
と
い
う

新
し
い
領
域
を
も
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
狩
野
案
に
服
部

宇
之
吉
も
贊
同
し
た
經
緯
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
續
い
て
狩
野
直
喜
は
「
支
那
ノ

學
問
ハ
哲
學
モ
衟
德
モ
宗
敎
モ
又
歷
史
モ
文
學
モ
相
互
ニ
關
聯
シ
以
テ
渾
然
一
個

獨
特
ノ
文
化
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
悉
ク
現
代
歐
米
ニ
於
ケ
ル
科
學
ノ
分

の
藏
書
を
記
錄
し
た
未
公
刊
目
錄
も
紹
介
し
つ
つ
、
戰
局
が
深
刻
化
す
る
中
、
い

か
な
る
蒐
書
と
硏
究
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
觀
察
し
な
が
ら
、
中
國
古
典
學
の

課
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
北
京
人

科
學
硏
究
所
の
事
業
構
想

　

本
節
で
は
ま
ず
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
設
立
の
經
緯
と
、
そ
こ
で
計
畫
、
構

想
さ
れ
た
硏
究
事
業
に
つ
い
て
お
さ
え
て
お
く
。

　

義
和
團
事
件
賠
償
金
を
㊮
金
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
各
國
が
中
國
で
の

文
化
事
業
を
展
開
す
る
中
、
日
本
に
お
い
て
も
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
三
⺼
、

外
務
省
の
管
鎋
の
下
「
對
支
文
化
事
業
特
別
會
計
法
」
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
具
體

的
事
業
と
し
て
北
京
に
は
人
文
科
學
硏
究
所
、
上
海
に
は
自
然
科
學
硏
究
所
を
設

立
す
る
構
想
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
翌
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
二
⺼
に
締
結

さ
れ
た
駐
日
公
使
汪
榮
寶
と
外
務
省
對
支
文
化
事
務
局
長
出
淵
勝
次
に
よ
る
「
汪

―
出
淵
協
定
」（「
對
支
文
化
事
業
ニ
關
ス
ル
非
公
式
協
議
會
ノ
覺
書
」）
は
、
評
議
員

會
を
中
日
兩
國
人
に
よ
っ
て
組
織
す
る
こ
と
と
し
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

五
⺼
に
沈
瑞
麟
外
交
總
長
と
芳
澤
謙
吉
在
中
公
使
が
取
り
交
わ
し
た
「
沈
―
芳
澤

交
換
公
文
」
に
お
い
て
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
の
設
立
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し

て
同
年
一
〇
⺼
九
日
か
ら
一
二
日
に
北
京
の
北
海
公
園
靜
心
齋
で
開
催
さ
れ
た
東

方
文
化
事
業
總
委
員
會
第
一
回
總
會
に
は
、
中
國
側
一
一
名
、
日
本
側
七
名
の
委

員
が
出
席
し
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
で
の
硏
究
事
業
に
つ
い
て
も
方
針
を
協
議
、

決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
㊟
目
し
た
い
の
は
、
當
時
の
議
事
錄（

５
）に
人
文
科
學
の
硏

究
と
し
て
何
を
い
か
に
行
う
べ
き
か
と
い
う
具
體
的
議
論
の
過
程
が
記
錄
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
總
會
は
、
中
國
側
委
員
の
中
か
ら
柯
劭

（
一
八
五
〇
～
一

九
三
三
）
を
委
員
長
に
選
出
し
て
行
わ
れ
、
議
事
錄
は
日
本
側
委
員
の
服
部
宇
之

吉
、
狩
野
直
喜
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
次
の
よ
う
に
協
議
が
進
め
ら
れ
た



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
〇
七

科
學
硏
究
所
の
活
動
に
參
加
し
て
い
く
。

　

總
會
に
お
け
る
狩
野
の
提
案
と
、
そ
れ
以
歬
の
こ
れ
ら
中
國
側
學
者
の
意
向
と

が
直
接
關
係
す
る
も
の
か
ど
う
か
な
ど
詳
細
は
不
朙
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
取
り

あ
げ
た
總
會
の
議
事
錄
を
通
し
て
み
る
と
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
は
中
日
共
通

の
學
問
上
の
念
願
を
果
た
す
べ
く
、
高
い
理
想
を
揭
げ
事
業
を
開
始
し
た
よ
う
に

み
え
る
。
實
際
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
一
⺼
に
東
京
で
開
か
れ
た
東
方

文
化
事
業
總
委
員
會
第
二
回
總
會
で
は
、
四
庫
全
書
の
續
修
を
北
京
人
文
科
學
硏

究
所
の
主
た
る
硏
究
事
項
と
決
定
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
〇
⺼
の
北
京

で
の
第
三
回
總
會
で
は
「
圖
書
籌
備
處
章
程
」
を
制
定
し
て
書
籍
蒐
集
の
た
め
の

組
織
を
整
え
、「
將
來
獨
立
の
漢
籍
專
門
圖
書
館
と
し
て
儲
藏
す
べ
き
も
の
の
蒐

集
を
主
と
し
、
善
本
主
義
の
傾
向（

７
）」
に
よ
る
蒐
書
が
始
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

北
京
の
東
廠
胡
同
に
地
を
定
め
、
同
年
一
二
⺼
に
成
立
し
た
北
京
人
文
科
學
硏
究

所
の
事
業
は
、
翌
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
⺼
の
濟
南
事
件
の
た
め
に
硏
究
所

總
裁
で
あ
っ
た
柯
劭

以
下
中
國
側
委
員
全
員
が
辭
任
す
る
と
い
う
困
難
な
局

面
を
迎
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
硏
究
活
動
を
再
開
、

一
部
中
國
側
委
員
を
「
囑
託
」
と
し
て
迎
え
る
形
を
と
り
、
昭
和
六
年
（
一
九
三

一
）
以
降
は
事
業
の
中
心
を
續
修
四
庫
全
書
の
編
目
か
ら
提
要
の
執
筆
へ
と
切
り

替
え
、
以
下
の
方
針
の
も
と
で
活
動
は
繼
續
さ
れ
た
。

（一）　

欽
定
「
四
庫
全
書
」
に
著
錄
さ
れ
た
る
も
甚
し
く
竄
改
刪
削
さ
れ
た
る

書
籍
及
び
異
同
多
き
書
籍
の
提
要
、
竝
に
阮
元
の
「
四
庫
未
收
提
要
」
の

改
作

（二）　

著
錄
存
目
に
洩
れ
た
る
書
籍
、「
永
樂
大
典
」
中
の
輯
佚
書
及
敦
煌
發

見
の
文
獻
に
就
い
て
の
提
要
は
編
纂
す
る

（三）　

乾
嘉
以
後
の
著
述
及
輯
佚
書
の
提
要
を
編
纂
す
る

（四）　

禁
燬
書
及
び
佛
衟
藏
經
中
の
一
部
、
詞
曲
小
說
類
、
朙
史
方
志
に
就
い

類
法
ニ
依
リ
分
類
セ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
困
難
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
も
發
言
し
て
い
る
。

中
國
で
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
學
問
は
哲
學
、
衟
德
、
宗
敎
、
歷
史
、
文
學
な
ど

が
相
互
に
關
聯
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
人
文
科
學
の
名
の
も
と

で
い
か
に
「
現
代
歐
米
」
と
接
續
さ
せ
て
い
く
べ
き
か
、
こ
の
問
い
は
今
な
お
繰

り
﨤
し
繼
續
し
て
考
究
す
べ
き
中
國
古
典
學
、
東
ア
ジ
ア
人
文
學
の
課
題
に
他
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

總
會
で
は
、
服
部
、
狩
野
の
意
見
を
折
衷
し
、
人
文
科
學
硏
究
所
の
硏
究
事
項

を
經
學
、
史
學
、
哲
學
、
文
學
、
法
制
經
濟
、
美
術
、
宗
敎
、
考
古
學
、
言
語
學

の
九
門
と
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
狩
野
直
喜
が
述
べ
た
次
の
意
見
が
、
以
後
の

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
事
業
の
骨
格
を
な
す
こ
と
と
な
る
。

人
文
科
學
ノ
硏
究
ニ
ハ
硏
究
㊮
料
ヲ
蒐
集
ス
ル
必
要
ア
リ
而
テ
㊮
料
中
最
モ

重
要
ナ
ル
ハ
各
種
ノ
圖
書
ナ
リ
圖
書
ノ
蒐
集
ニ
ハ
多
ク
ノ
經
費
ト
時
閒
ト
ヲ

要
ス
ル
處
自
分
ハ
第
一
着
手
ト
シ
テ

一
、
續
四
庫
全
書
ノ
編
纂

二
、
四
庫
全
書
ノ
補
遺

ヲ
行
ヒ
度

こ
れ
を
受
け
て
柯
委
員
長
は
「
狩
野
委
員
ノ
說
ニ
大
贊
成
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

　

淸
の
乾
隆
帝
の
敕
命
に
よ
り
四
庫
全
書
が
編
纂
さ
れ
た
後
、
續
編
の
編
纂
、
あ

る
い
は
四
庫
全
書
の
補
遺
は
た
び
た
び
試
み
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
中
國
古
典
學

に
と
っ
て
の
「
宿
願
」
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
倫
朙
（
一
八
七
五
～
一
九
四
四
）
の

『
四
庫
全
書
續
補
』、
余
嘉
錫
の
『
四
庫
全
書
提
要
辨
證
』、
胡
玉
縉
（
一
八
五
九
～

一
九
四
〇
）
の
『
四
庫
提
要
補
正
』
な
ど（
６
）枚
擧
に
暇
が
な
い
が
、
個
人
の
力
に
は

限
界
が
あ
り
、
人
文
科
學
硏
究
に
必
要
不
可
缺
な
硏
究
㊮
料
た
る
圖
書
の
蒐
集
、

硏
究
の
重
要
性
を
主
張
す
る
狩
野
の
こ
の
提
案
は
學
者
ら
の
念
願
を
實
現
へ
と
導

く
も
の
と
し
て
歡
迎
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
倫
朙
や
胡
玉
縉
は
そ
の
後
の
北
京
人
文
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二
〇
八

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
〇
⺼
に
は
圖
書
籌
備
處
は
委
員
に
狩
野
直
喜
、
評
議

員
に
傅
增
湘
、
李
盛
鐸
、
事
務
主
任
に
徐
鴻
寶
、
事
務
員
に
杉
村
勈
造
と
い
う
體

制
で
、
硏
究
事
業
や
蒐
書
が
繼
續
さ
れ
て
い
く（

（1
（

。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
東
方
文
化

事
業
總
委
員
會
お
よ
び
そ
の
傘
下
の
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
運
營
に
多
大
な
貢

獻
を
果
た
し
た
人
物
が
橋
川
時
雄
で
あ
る
。

　

橋
川
時
雄
は
、
福
井
師
範
學
校
を
修
了
後
、
中
國
に
渡
り
、『
順
天
時
報
』
社

員
や
雜
誌
『
文
字
同
盟
』
主
宰
な
ど
を
經
て
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
⺼
よ

り
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
で
の
勤
務
を
開
始
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
二

⺼
か
ら
は
總
務
委
員
署
理
と
し
て
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
を
支
え
、
事
業
を
推
進

し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
橋
川
が
そ
の
持
て
る
學
識
に
加
え
て
、
中
國
の
學
者
と

の
緊
密
か
つ
廣
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び（

（1
（

、
ま
た
服
部
宇
之
吉
、
狩
野
直
喜
ら

日
本
側
と
の
連
携
を
絕
や
さ
ず
、
圖
書
蒐
集
と
續
修
四
庫
提
要
編
纂
事
業
を
實
質

的
に
大
き
く
歬
進
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
橋
川
は
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
⺼
、

濟
南
事
件
以
後
の
東
方
文
化
事
業
の
體
制
立
て
直
し
を
は
か
る
た
め
、
胡
玉
縉
、

江
瀚
を
日
本
に
伴
い
、
服
部
、
狩
野
と
續
修
四
庫
提
要
編
纂
事
業
に
つ
い
て
協
議

す
る
機
會
を
設
け
た
。
ま
た
同
年
七
⺼
か
ら
八
⺼
に
か
け
て
橋
川
は
「
南
支
」
に

出
張
し
、
各
地
の
學
者
、
藏
書
家
を
訪
問
、
圖
書
館
等
を
視
察
し
、
續
修
四
庫
全

書
提
要
の
編
纂
に
向
け
て
の
基
盤
を
固
め
て
い
く（

（1
（

。
ま
た
橋
川
は
東
方
文
化
事
業

總
委
員
會
の
署
理
に
就
任
後
、
事
務
組
織
を
統
制
し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

二
⺼
に
「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
事
務
所
暫
行
辦
事
細
則
」
を
施
行
、
圖
書
籌

備
處
を
圖
書
部
と
改
め
、
主
任
に
徐
鴻
寶
、
主
事
に
林
季
芳
、
小
竹
武
夫
を
迎
え

て
、
書
籍
の
蒐
集
に
努
め
た（

（1
（

。
そ
の
結
果
を
傳
え
る
も
の
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
る

の
が
、『
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
』（
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
五
⺼
刊
。

以
下
『
目
錄
』）
と
『
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
續
目
』（
昭
和
一
四
年
（
一
九
三

九
）
四
⺼
刊
。
以
下
『
續
目
』）
で
あ
る
。
本
節
で
は
ま
ず
、
こ
の
二
種
の
目
錄
編

て
の
提
要
を
增
修
す
る（
８
）

そ
し
て
硏
究
所
に
お
い
て
購
入
す
る
圖
書
も
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
以
降
は

方
針
を
改
め
、
右
に
あ
げ
た
ご
と
き
「
續
修
四
庫
全
書
提
要
の
編
纂
に
必
要
な
る

も
の
を
主
と
」
す
る
方
向
へ
と
轉
換
し
、「
特
に
淸
人
及
び
近
人
の
著
述
に
し
て

學
術
に
關
係
深
き
書
籍
の
蒐
集（

９
）」
に
も
力
が
㊟
が
れ
た
。
そ
の
結
果
硏
究
所
に
は
、

近
代
に
お
け
る
中
國
古
典
學
硏
究
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
す
ユ
ニ
ー
ク
な
書
物
群

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、
そ
の
藏
書
形

成
の
樣
相
と
特
徵
を
辿
っ
て
み
る
。

二
、
北
京
人

科
學
硏
究
所
の
藏
書
形
成
（
一
）

　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
蒐
書
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
硏
究

所
開
設
以
來
、
終
戰
ま
で
續
い
た
。
開
所
に
先
立
ち
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

七
⺼
に
行
わ
れ
た
總
委
員
會
臨
時
總
會
で
は
、
圖
書
館
籌
備
委
員
に
瀨
川
淺
之
進

と
湯
中
の
二
名
が
指
名
さ
れ
、
ま
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
總
委
員
會
第
三

回
總
會
で
は
左
の
ご
と
き
「
圖
書
籌
備
處
章
程
」
が
定
め
ら
れ
た
。

第
一
條　

圖
書
籌
備
委
員
は
圖
書
の
調
査
蒐
集
事
務
を
管
理
す

　

歬
項
の
圖
書
は
將
來
圖
書
館
に
儲
藏
す
べ
き
も
の
及
び
四
庫
全
書
續
修
に

必
要
な
る
書
籍
と
す

第
二
條　

圖
書
の
購
入
は
圖
書
籌
備
評
議
員
會
の
議
決
を
經
べ
し
…
…

　

さ
ら
に
第
三
回
總
會
で
は
、
一
九
二
八
年
度
の
圖
書
籌
備
處
豫
算
を
議
決
、
圖

書
籌
備
委
員
に
湯
中
、
狩
野
直
喜
、
同
評
議
員
に
柯
劭

、
王
樹
枏
、
王
照
、
賈

思
紱
、
王
式
通
、
梁
鴻
志
、
江
庸
、
胡
敦
復
、
楊
策
、
李
盛
鐸
、
傅
增
湘
、
瀨
川

淺
之
進
、
服
部
宇
之
吉
、
ま
た
事
務
主
任
と
し
て
徐
鴻
寶
を
選
出
し
た（

（1
（

。
し
か
し

歬
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
翌
年
の
濟
南
事
件
の
後
、
中
國
側
委
員
は
總
委
員

會
を
辭
す
。
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
以
降
は
再
び
中
國
側
委
員
も
參
加
し
、



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
〇
九

め
ず

（7）
西
淸
硯
譜 

二
册 

淸
內
府
繪
本
、
四
庫
本
に
較
べ
て
異
同
頗
る
多
し
、
蓋
し

初
稿
で
あ
ら
う

（8）
千
頃
齋
集 

六
册 

朙
黃
居
中
撰
、
居
中
の
文
集
、
各
家
書
目
均
し
く
未
だ
著

錄
せ
ず

（9）
奇
福
記 

太
平
錢 

各
二
册 

淸
內
府
五
色
寫
本
（
實
際
は
四
色
）
各
家
書
目
均

し
く
未
だ
著
錄
せ
ず

（10）
通
典 

一
册 

宋
臨
安
府
鹽
官
縣
刊
本
、
宮
內
省
圖
書
寮
所
藏
の
も
の
と
同
本

　

（1）
の
黃
丕
烈
手
校
本
や
（10）
の
宋
本
が
貴
重
本
で
あ
る
こ
と
は
當
然
と
し
て
、
（5）

と
（6）
は
方
志
、
（9）
は
詞
曲
類
の
書
物
で
あ
り
、
四
庫
全
書
の
不
足
を
補
う
べ
く
特

に
蒐
集
に
力
が
㊟
が
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
（3）
と
（8）
は

朙
刊
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
四
庫
全
書
を
補
う
と
い
う
點
で
重
要
視
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
殘
る
（2）
、
（4）
、
（7）
お
よ
び
方
志
の
（5）
、
（6）
と
詞
曲
類
の
（9）

は
い
ず
れ
も
鈔
本
で
あ
り
、
（2）
や
（6）
は
撰
者
自
身
に
よ
る
稿
本
、
そ
し
て
（5）
と
（6）

の
方
志
は
未
刊
本
で
あ
る
こ
と
が
强
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
思
い
至
る
の
は
、
橋
川
時
雄
が
未
刊
稿
本
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
か
ね

て
よ
り
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
橋
川
は
、
北
京
に

お
い
て
『
文
字
同
盟
』
刊
行
の
た
め
に
組
織
し
た
「
文
字
同
盟
社
」
か
ら
、
未
刊

稿
本
を
「
待
曉
廬
叢
書
」
と
し
て
刊
印
す
る
計
畫（

（1
（

を
立
て
、
ま
た
『
文
字
同
盟
』

の
附
刊
と
し
て
も
未
刊
稿
本
を
排
印
刊
行
し
て
い
る（

（1
（

。「
待
曉
廬
叢
書
」
の
廣
吿

に
は
「
近
代
支
那
の
篤
學
潛
儒
が
遺
せ
る
未
刊
の
著
述
稿
本
を
見
せ
ら
る
る
た
び

に
、
そ
れ
ら
至
寶
の
散
佚
を
懼
れ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
出
來
得
べ
く
は
こ
れ
を
刊

印
し
、
一
に
は
學
者
の
渴

を
醫
し
、
一
に
は
先
民
の
英
靈
を
慰
め
た
き
も
の
と

思
は
れ
る
」
と
あ
り
、
橋
川
が
使
命
感
を
も
っ
て
未
刊
稿
本
の
公
開
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

纂
朞
ま
で
の
藏
書
形
成
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
と
と
も
に
考
察
を
試
み
る
。

（
１
）
善
本

　

初
朞
の
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
は
「
善
本
主
義
」
に
よ
り
、
稀
覯
書
も
少
な
か

ら
ず
蒐
集
し
て
い
る
。
公
に
開
か
れ
た
圖
書
館
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
藏
書

に
言
及
す
る
記
錄
は
多
く
は
な
い
が
、
い
ま
ま
ず
取
り
あ
げ
た
い
の
は
王
古
魯（

（1
（

（
一
九
〇
一
～
一
九
五
八
）
が
「
日
本
之
中
文
圕（
（1
（

」
の
文
中
で
紹
介
す
る
「
東
方
文

化
事
業
總
委
員
會
圖
書
籌
備
處
」
の
蒐
書
狀
況
で
あ
る
。
王
古
魯
は
圖
書
籌
備
處

の
藏
書
に
つ
い
て
、
宋
元
版
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
鈔
本
、
稿
本
、
名
人
名
家
の

舊
藏
本
、
ま
た
「
四
庫
底
本
」
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
橋
川
時
雄
自
身
が
『
槪
要
』
に
列
擧
し
た
「
本
會
所
藏
善
本
書
」
も

王
古
魯
が
指
摘
す
る
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
善
本
の
特
徵
に
重
な
る
も
の
が
あ

り
、
ま
た
當
該
硏
究
所
の
蒐
書
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
い
ま
橋
川
が
列

擧
し
た
「
善
本
」
を
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
揭
げ
て
み
る
。

（1）
周
禮
㊟
疏 

一
二
册 

淸
黃
丕
烈
校
宋
本
、
衟
州
何
氏
の
舊
藏
に
係
る
、
繆
荃

孫
蕘
圃
藏
書
題
識
を
編
せ
し
時
、
未
だ
見
及
す
る
能
は
ざ
り
し
も
の

（2）
絳
雲
燼
餘
史
稿 

一
〇
册 

淸
錢
謙
益
撰
、
絳
雲
の
殘

僅
に
存
し
、
鉤
乙
塗

改
、
手
蹟
仍
ほ
宛
然

（3）
度
支
奏
議 

一
八
〇
册 

朙
畢
自
嚴
撰
、
乾
隆
時
四
庫
を
修
す
る
に
當
り
、
求

め
て
未
だ
獲
ざ
り
し
も
の
、
近
年
山
東
の
故
家
に
於
て
購
得
せ
り
、
完
全
無

闕
、
實
に
經
濟
史
上
の
重
要
史
料
で
あ
る

（4）
長
安
志 

四
册 

宋
宋
敏
求
撰
、
此
の
書
、
畢
氏
經
訓
堂
校
刻
以
後
世
に
行
は

る
、
朙
刊
本
流
傳
絕
え
て
少
し

（5）
興
都
志 

一
八
册 

朙
顧
璘
撰
、
此
本
は
朙
の
內
府
鈔
本
に
し
て
未
刊
刻
、
海

內
の
孤
帙
で
あ
ら
う

（6）
大
足
縣
志 

二
册 

淸
張
澍
撰
、
未
刊
の
稿
本
な
り
、
二
酉
堂
叢
書
中
に
も
收
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集

二
一
〇

汪
閬
源
、
莫
友
芝
、
知
不
足
齋
、
楊
如
是
、
振
綺
堂
等
」
の
珍
藏
本
が
少
な
く
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
續
い
て
特
に
丁
氏
八
千
卷
樓
と
楊
氏
海
源
閣
の
舊
藏
書
に
つ

い
て
は
具
體
的
書
名
も
列
擧
し
て
い
る（

（2
（

。
社
會
の
混
亂
や
戰
禍
に
よ
り
こ
れ
ら
名

家
所
藏
の
藏
書
群
が
解
體
離
散
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
他
所
に
移
っ
て
い
く
こ
と
に

對
し
て
は
、
當
然
そ
れ
を
否
定
的
に
捉
え
る
見
方
も
存
し
よ
う
。
た
だ
、
そ
れ
ら

の
書
物
が
有
す
る
價
値
が
强
く
求
め
ら
れ
、
收
め
ら
れ
る
場
を
移
し
て
い
く
こ
と

も
ま
た
、
學
術
文
化
の
あ
り
よ
う
、
變
遷
を
示
す
一
つ
の
現
實
と
も
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。
以
下
、
八
千
卷
樓
と
海
源
閣
の
舊
藏
書
を
例
に
、
北
京
人
文
科
學
硏

究
所
の
藏
書
と
藏
書
形
成
の
意
味
に
つ
い
て
引
き
續
き
檢
討
す
る
。

　

ま
ず
、
杭
州
錢
塘
の
藏
書
家
丁
氏
の
「
八
千
卷
樓
」
の
書
物
は
、
淸
末
の
丁
申
、

丁
丙
兄
弟
の
死
後
、
南
京
龍
蟠
里
圖
書
館
（
現
南
京
圖
書
館
）
に
收
め
ら
れ
た
が
、

一
部
は
外
に
流
れ
て
い
る（

（2
（

。
王
古
魯
は
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
に
次
の
八

千
卷
樓
舊
藏
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

１
朙
黑
口
刊
本
張
天
師
朙
斷
辰
鉤
⺼
一
册
／
２
淸
康
煕
刊
張
園
眞
之
烏
靑
文

獻
一
二
册
／
３
舊
鈔
本
遼
載
歬
集
一
册
／
４
鈔
本
所
見
偶
鈔
四
册
／
５
鈔
本

無
爲
集
二
册
／
６
鈔
本
肄
雅
堂
詩
選
一
册
／
７
鈔
本
玉
峰
志
一
册
／
８
鈔
本

止
觀
輔
行
傳
宏
訣
／
９
鈔
本
廟
學
典
禮
二
册

　

や
は
り
詞
曲
類
（
１
）
や
方
志
部
（
２
、
３
）
の
書
を
複
數
含
む
な
ど
、
北
京

人
文
科
學
硏
究
所
の
方
針
を
反
映
す
る
蒐
書
の
傾
向
が
み
え
る
が
、
小
稿
冐
頭
で

觸
れ
た
『
弘
決
外
典
鈔
』
の
㊟
釋
對
象
で
あ
る
佛
書
『
止
觀
輔
行
傳
宏
訣
』
の
八

千
卷
樓
舊
藏
鈔
本
が
收
藏
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
「
子
部
・
儒
家
類
」

に
著
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
㊟
目
さ
れ
る
。
な
お
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の

藏
書
の
分
類
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

さ
て
、
一
九
三
八
年
刊
行
の
『
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
』
の
著
錄
に

お
い
て
は
、
右
の
書
目
の
う
ち
八
千
卷
樓
舊
藏
書
で
あ
る
こ
と
を
朙
示
す
る
の
は

　

ま
た
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
が
稿
本
、
鈔
本
を
多
く
藏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
事
務
所
暫
行
辦
事
細
則
」（
一
九
三
四
年
二
⺼
）
に
定

め
る
次
の
よ
う
な
規
程
に
も
㊟
意
さ
れ
る
。
左
に
拔
粹
す
る
。

第
十
九
條　

本
事
務
所
圖
書
の
調
査
、
蒐
集
の
範
圍
は
、
續
修
四
庫
全
書
提

要
編
纂
に
必
要
な
る
書
を
以
て
主
體
と
す

第
二
十
五
條　

本
事
務
所
は
儲
存
の
必
要
あ
り
て
購
置
の
法
無
き
書
に
對

し
、
圖
書
部
に
於
て
方
法
を
講
じ
借
鈔
す
、
そ
の
費
用
は
圖
書
費
よ
り
之

を
支
出
す（

（1
（

　

こ
の
頃
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
蒐
書
が
「
善
本
主
義
」
か
ら
「
續

修
四
庫
全
書
提
要
の
編
纂
に
必
要
な
る
も
の
を
主
と
」
し
て
、「
淸
人
及
び
近
人

の
著
述
に
し
て
學
術
に
關
係
深
き
書
籍
の
蒐
集
に
努
め
」
る
方
針
へ
と
轉
換
さ
れ

た
こ
と
は
歬
節
末
尾
で
も
觸
れ
た
が
、
そ
の
際
、
購
入
の
難
し
い
本
は
「
借
鈔
」

と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
も
㊮
料
の
收
集
が
試
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
實

際
、『
目
錄
』
に
は
「
本
所
鈔
本
」
と
記
す
も
の
が
散
見
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
て
北

京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
い
て
は
、
書
物
の
成
立
自
體
は
決
し
て
古
い
も
の
で
は

な
く
と
も
、
學
術
硏
究
を
十
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
必
ず
や
備
え
る
べ
き
、

橋
川
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
至
寶
」
が
蓄
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
え
る
。
そ
し

て
そ
れ
ら
は
、
宋
元
版
な
ど
と
は
ま
た
異
な
る
基
準
の
價
値
觀
に
よ
る
「
善
本
」

群
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
名
人
名
家
の
舊
藏
本

―
八
千
卷
樓
、
海
源
閣

　

次
に
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
が
蒐
集
し
た
「
善
本
」
の
う
ち
、
名
人
名
家
の

舊
藏
本
に
つ
い
て
、
一
二
の
代
表
的
事
例
を
通
し
て
考
察
を
續
け
た
い
。

　

王
古
魯
は
、「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
圖
書
籌
備
處
」
が
購
得
し
た
名
人
舊

家
藏
書
と
し
て
、「
怡
府
、
劉
喜
海
」
の
ほ
か
「
翰
林
院
、
錢
大

、
朱
彝
尊
、

天
祿
琳
瑯
、
紀

、
孔
繼
涵
、
徐
興
公
、
阮
元
、
高
郵
王
氏
、
宋
蘭
揮
、
何
紹
基
、



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
一
一

い
て
の
檢
討
は
後
考
を
朞
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
、
中
國
藏
書
家
の
藏

書
散
佚
の
典
型
例
と
も
い
え
る
山
東
聊
城
楊
氏
の
海
源
閣（

（2
（

の
舊
藏
書
に
つ
い
て
も

觸
れ
て
お
き
た
い
。

　

數
多
の
善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
っ
た
海
源
閣
藏
書
の
流
出
、
散
佚
を
め
ぐ
っ

て
は
、『
中
華
圖
書
館
協
會
會
報
』
に
た
び
た
び
關
連
記
事
が
揭
載
さ
れ
る
な
ど
、

中
國
の
學
界
の
大
き
な
關
心
事
で
あ
っ
た
樣
子
が
傳
わ
る
が（

（2
（

、
東
方
文
化
事
業
總

委
員
會
で
圖
書
籌
備
委
員
を
務
め
た
瀨
川
淺
之
進
も
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五

⺼
に
外
務
省
文
化
事
業
部
長
坪
上
貞
二
に
宛
て
て
「
海
源
閣
藏
書
出
售
ニ
關
シ
報

吿
ノ
件
」
と
の
文
書
を
提
出
し
て
、
海
源
閣
藏
の
宋
版
の
流
出
狀
況
を
具
體
的
書

名
と
と
も
に
報
吿
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
時
、
日
本
側
が
海
源
閣
の
宋

本
を
購
入
し
て
い
た
一
例
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
二
九
年
、
大
連
圖
書
館
館
長
の
柿
沼
介
と
漢
籍
擔
當
司
書
の
松
崎
鶴
雄

は
、
橋
川
時
雄
や
杉
村
勈
造
の
協
力
の
も
と
、
北
京
で
漢
籍
三
萬
册
を
購
入
し

た（
（2
（

。
そ
し
て
橋
川
時
雄
は
一
九
三
四
年
、
そ
の
う
ち
の
一
本
「
宋
嘉
泰
重
修
本
三

謝
詩
」
の
影
印（

（2
（

を
刊
行
し
て
い
る
が
、
橋
川
は
そ
れ
に
附
し
た
「
書
後
」
で
、
こ

れ
は
「
北
平
坊
」
か
ら
購
入
さ
れ
た
海
源
閣
舊
藏
書
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
㊟

目
し
た
い
の
は
、
橋
川
が
こ
こ
で
「
士
林
」
の
た
め
、
ま
た
「
友
好
」
の
た
め
に
、

こ
の
「
海
內
孤
本
」
の
影
印
を
公
開
す
る
と
述
べ
、
そ
し
て
そ
の
影
印
の
作
成
が
、

故
宮
博
物
院
古
物
館
館
長
等
を
務
め
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
の
圖
書
部
主
任
と

し
て
も
貢
獻
し
た
徐
鴻
寶（

（2
（

（
一
八
八
一
～
一
九
七
一
）
の
盡
力
に
よ
っ
て
故
宮
博
物

院
で
な
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
同
じ
く
東
方
文
化
事
業
總
委
員

會
の
事
業
お
よ
び
續
修
四
庫
全
書
提
要
の
撰
述
に
寄
與
し
た
胡
玉
縉（

（3
（

が
跋
文
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
當
時
、
日
中
の
機
關
や
學
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
書
物
の
蒐
集
、
複
製
刊
行
、
そ
し
て
硏
究
が
行
わ
れ
て
い
た
樣
相

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
他
な
ら
ぬ

６
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
王
古
魯
は
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
が
八
千
卷
樓
舊
藏
書

で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
の
か
と
い
う
と
、
王
古
魯
論
文
に
は
油
印
本
『
圖
書
籌

備
處
藏
書
目
錄
』
を
參
照
し
た
こ
と
が
㊟
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
三
四

年
に
圖
書
籌
備
處
が
圖
書
部
と
改
稱
さ
れ
る
以
歬
の
藏
書
目
錄
で
、
藏
書
に
付
さ

れ
た
通
し
番
號
（
書
號
）
の
一
か
ら
順
に
收
藏
書
目
を
記
し
、「
名
人
舊
家
」
の

舊
藏
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
逐
一
朙
示
し
て
い
る（

（2
（

。『
圖
書
籌
備
處
藏
書
目
錄
』

は
幾
度
か
に
分
け
て
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
、
現
在
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所

に
は
、
書
號
一
か
ら
六
四
五
五
ま
で
を
著
錄
す
る
六
册
（C1/214/1~6

）
と
、
書

號
七
六
三
二
か
ら
一
〇
〇
〇
〇
ま
で
を
著
錄
す
る
三
册
（
史/

目
錄/

經
籍/144

―

1~3

）
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
王
古
魯
が
參
照
し
た
の
は
歬
者
六
册
の
範
圍

に
留
ま
る
が
、
後
者
三
册
を
み
る
と
、
さ
ら
に
以
下
の
書
目
が
八
千
卷
樓
舊
藏
書

で
あ
っ
た
と
の
記
錄
が
見
出
せ
る
。

10
楝
亭
書
目 

淸
曹
寅
撰 

舊
鈔
本 

一
函
二
册 
八
〇
八
六

11
高
東
溪
先
生
文
集
六
卷
附
錄
一
卷 

宋
高
登
撰 
朙
林
希
元
編 

鈔
本 

一
函
一

册 

八
五
九
七

12
黃
淳
父
先
生
全
集
二
四
卷 

朙
黃
姬
水
撰 

朙
萬
曆
閒
刊
本 
一
函
八
册 

九
〇

八
九

13
小
學
史
斷
四
卷
首
末
二
卷 

宋
南
宮
靖
一
撰 

朙
徐
師
曾
註
竝
續
撰 
朙
嘉
靖
閒

刊
本 

一
函
二
册 

九
三
三
四

14
始
豐
稿
一
四
卷 

朙
徐
一
虁
撰 

舊
鈔
本 

一
函
四
册 

九
六
〇
七

15
黎
陽
王
襄
敏
公
集
四
卷 

朙
王
越
撰 

朙
刊 

一
函
八
册 

九
六
二
三

　

書
號
一
〇
〇
〇
一
以
降
の
書
物
に
つ
い
て
は
、
舊
藏
者
情
報
を
も
載
せ
る
目
錄

の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
い
ま
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
に
殘
る
こ

の
九
册
の
目
錄
の
み
を
通
し
て
も
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

「
名
人
舊
家
」
の
舊
藏
書
が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
一
に
つ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
一
二

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
當
時
の
實
感
を
傳
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
例
は
、
近
藤
の
訪
中
と
同
時
朞
に
北
京
に
留
學
し
て
い
た
目
加
田
誠

（
一
九
〇
四
～
一
九
九
四
）
で
あ
る
。
近
年
公
刊
さ
れ
た
日
記
に
は
、
中
國
文
學
硏

究
者
と
し
て
の
目
加
田
の
留
學
生
活
の
詳
し
い
記
錄
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
關
わ
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

午
歬
中
、
北
平
圖
書
館
に
行
き
し
も
尋
ぬ
る
書
物
見
當
ら
ず
、
文
化
事
業
に

ゆ
く
。
／
小
竹
君
の
部
屋
を
か
り
、魏
源
の『
詩
古
微
』『
書
古
微
』『
聖
武
記
』

『
海
國
圖
志
』『
經
世
文
編
』を
借
り
て
書
き
ぬ
き
す
。（
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）

一
二
⺼
一
二
日
（
（3
（

）

　

湖
南
の
學
者
魏
源
（
一
七
九
四
～
一
八
五
六
）
に
つ
い
て
報
吿
文
を
書
き
始
め
た

目
加
田
は
、
そ
の
著
作
を
閱
覽
す
る
た
め
北
平
圖
書
館
を
訪
れ
た
が
目
當
て
の
書

物
が
な
く
、「
文
化
事
業
」
す
な
わ
ち
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
へ
行
き
、
魏
源
の

書
物
を
探
し
當
て
る
。「
小
竹
君
」
と
は
當
時
の
圖
書
部
主
任
小
竹
武
夫
（
一
九

〇
五
～
一
九
八
二
）
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
硏
究
所
が
、
中
國
古
典
學

を
硏
究
す
る
者
が
必
要
と
す
る
㊮
料
を
備
え
た
機
關
と
し
て
の
機
能
を
現
實
に
果

た
し
て
い
た
こ
と
を
傳
え
て
い
て
㊟
目
さ
れ
る
。
小
稿
冐
頭
に
揭
げ
た
余
嘉
錫
も
、

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
み
が
備
え
る
書
籍
に
狙
い
を
つ
け
、
そ
れ
を
見
迯
す
こ

と
な
く
硏
究
に
活
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
目
加
田
誠
が
こ
の
時
閱
覽
し
た
書
目
に
關
し
て
、
さ
ら
に
も
う
一
點
、

㊟
意
す
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
こ
こ
に
擧
げ
ら
れ
た
書
目
の
う
ち
『
詩
古
微
』

『
書
古
微
』『
海
國
圖
志
』『
經
世
文
編
』
は
『
圖
書
籌
備
處
藏
書
目
錄
』
に
著
錄

が
あ
り
、
當
時
す
で
に
硏
究
所
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
藏
書
目
錄
か
ら
も
確

認
で
き
る
が
、
殘
る
『
聖
武
記
』
に
つ
い
て
は
『
圖
書
籌
備
處
目
錄
』
に
も
、
そ

し
て
『
目
錄
』『
續
目
』
の
い
ず
れ
に
も
著
錄
が
な
い
。
し
か
し
實
は
、
北
京
人

文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
に
『
聖
武
記
』
が
存
在
し
た
こ
と
を
傳
え
る
㊮
料
が
あ
る
。

橋
川
な
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

さ
て
、
海
源
閣
の
舊
藏
書
は
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
も
收
藏
さ
れ
、『
圖
書

籌
備
處
藏
書
目
錄
』
に
據
れ
ば
計
一
〇
部
の
海
源
閣
舊
藏
書
の
存
在
が
確
認
で
き

る（
（3
（

が
、
實
際
そ
の
內
の
一
本
が
閱
覽
に
供
さ
れ
て
い
る
記
錄
が
あ
る
。
そ
こ
で
次

に
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
の
閱
覽
、
利
用
狀
況
を
み
る
。

（
３
）
藏
書
の

覽
、
利
用

　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
は
、
基
本
的
に
續
修
四
庫
全
書
提
要
の
執
筆
編

集
を
目
的
と
し
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
當
時
北
京
を
訪
れ
た
日
本
硏

究
者
の
多
く
は
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
足
を
運
び
、
橋
川
時
雄
を
通
じ
て
中
國

の
學
術
界
と
交
流
し
、
藏
書
も
利
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
藏
書
の
閱
覽
や
利
用

に
關
す
る
具
體
的
記
錄
は
多
く
な
い
。
以
下
わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
が
、
當
該
硏

究
所
が
果
た
し
た
役
割
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
取
り
あ
げ
て
み
る
。

　

一
つ
は
、
近
藤
正
治
（
一
八
八
三
～
一
九
五
九
）
に
よ
る
閱
覽
の
記
錄
で
あ
る
。

近
藤
は
東
京
高
等
師
範
學
校
を
卒
業
、
諸
橋
轍
次
の
『
大
漢
和
辭
典
』
編
纂
に
貢

獻
し
た
人
物
で
あ
っ
た（

（3
（

。『
斯
文
』
一
六
―
一
一
（
一
九
三
四
年
）
揭
載
の
「
遊
北

平
漫
語
」
に
は
、
近
藤
が
橋
川
の
招
き
を
受
け
て
北
京
を
訪
問
、
王
重
民
、
孫
人

和
、
胡
玉
縉
ら
と
面
會
し
た
他
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
て
次
の
圖
書
を
閱
覽

し
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

學
讀
書
堂
文
稿 

二
卷 

撰
者
未
詳
／
王
莘
民
遺
稿 

山
陽
王
廷
佐
撰
／
經
史
雜

記 

八
卷 

安
康 

王
玉
樹
撰
／
宋
槧
漢
書
殘
本
攷
異 

一
册 

錢
泰
吉
撰
／
三
傳

經
文
辨
異 

一
册 

焦
廷
琥
撰

　
「
宋
槧
漢
書
殘
本
攷
異
」
は
海
源
閣
舊
藏
本
で
あ
る
。
北
平
圖
書
館
な
ど
も
見

學
し
た
近
藤
は
「
支
那
學
は
其
本
場
北
平
に
中
心
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
、
汗
牛

充
棟
の
書
籍
、
之
が
硏
究
に
は
、
書
籍
の
選
擇
と
硏
究
方
法
の
攻
究
と
が
肝
要
で

あ
つ
て
、
而
も
其
選
擇
と
方
法
と
は
北
平
に
於
て
尤
も
得
易
い
や
う
に
感
じ
た
」



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
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成
と
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古
典
學

二
一
三

料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）『
北
京
人

科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄  

再
續
』

　
『
再
續
』
三
册
は
手
書
き
に
よ
り
書
目
を
著
錄
し
た
分
類
目
錄
で
、
分
類
法
は

『
目
錄
』『
續
目
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
繼
い
で
い
る
。
背
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
北
京
人

文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
（
四
）
再
續
／
經
史
（
一
）
中
國
科
學
院
圖
書
館
藏
」

「
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
（
五
）
再
續
／
史
（
二
）
中
國
科
學
院
圖
書

館
藏
」「
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
（
六
）
再
續
／
子
集
叢 

中
國
科
學
院

圖
書
館
藏
」
と
あ
る
。
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
は
一
九
四
五
年
一
〇
⺼
に

敎
育
部
沈

士
に
よ
り
接
收
さ
れ
、
翌
一
九
四
六
年
八
⺼
に
は
歷
史
語
言
硏
究
所

に
移
管
さ
れ
、
そ
の
後
は
中
國
科
學
院
に
歸
屬
す
る
。『
再
續
』
は
一
九
五
一
年

の
中
國
科
學
院
發
足
後
に
製
本
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
再
續
』
で
は
「
書
號
」「
書
名
」「
著
者
」「
版
本
」「
函
册
」「
備
考
」
の
欄
を

設
け
た
用
箋
に
精
密
な
文
字
で
書
誌
情
報
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
藏
書
の
通
し

番
號
を
示
す
書
號
は
『
續
目
』
を
繼
ぐ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
五
四
四
三
か
ら

始
ま
り
一
六
〇
三
九
ま
で
の
み
が
確
認
で
き
、
そ
の
他
の
書
目
の
書
號
欄
は
空
欄

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
「
書
號
」
欄
上
の
眉
欄
に
は
算
用
數
字
で
各
書
目
に
別
途

通
し
番
號
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
實
は
、
中
國
科
學
院
文
獻
情
報
中
心
の
古
籍

閱
覽
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
目
錄
』
と
『
續
目
』
に
は
、
同
樣
に
眉
欄
に
算
用

數
字
で
部
類
ご
と
に
各
書
目
の
通
し
番
號
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、『
再
續
』
の

眉
欄
の
數
字
は
こ
れ
に
連
續
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
再
續
』
に
は

「
僞
滿
康
德
」「
僞
滿
國
務
院
」
な
ど
、「
僞
滿
」
の
表
記
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
が
接
收
さ
れ
て
以
降
、
中
國
側
の
圖

書
館
員
の
手
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
る
。
以
下

ま
ず
、『
再
續
』
に
著
錄
さ
れ
た
書
目
數
を
槪
觀
し
た
後
、『
再
續
』
に
み
え
る
藏

書
の
特
徵
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

そ
れ
は
、『
目
錄
』『
續
目
』
に
續
き
硏
究
所
の
藏
書
を
著
錄
し
た
『
北
京
人
文

科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄 

再
續（
（3
（

』（
以
下
『
再
續
』）
で
あ
る
。
小
稿
冐
頭
で
も
觸
れ

た
よ
う
に
、『
再
續
』
は
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
目
錄
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
目
加
田
が
こ
れ
を
閱
覽
し
た
當
時
、
硏
究
所
に
『
聖
武
記
』
が
收
藏

さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
は
外
部
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
魏
源
の
書
物
の
閱
覽
を
希

し
た
目
加
田
に
對
し
て
、
硏
究
所
側
は
既

刊
目
錄
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
書
物
も
含
め
て
魏
源
の
㊮
料
を
ま
と
め

て
「
出
納
」
で
き
る
體
制
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
目
加
田
の
日
記
は
、
硏
究

所
の
そ
う
し
た
藏
書
管
理
の
狀
況
を
も
傳
え
る
記
錄
な
の
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
そ
の
『
再
續
』
を
通
し
て
、
一
九
三
九
年
以
降
の
北
京
人
文
科
學
硏

究
所
の
藏
書
形
成
に
つ
い
て
考
察
を
續
け
る
。

三
、
北
京
人

科
學
硏
究
所
の
藏
書
形
成
（
二
）

　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
に
つ
い
て
は
、『
目
錄
』『
續
目
』
以
後
、
目
錄

類
が
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
四
〇
年
一
⺼
に
刊
行
さ
れ
た
『
便
覽
』
以
後
は

そ
の
蒐
書
狀
況
を
傳
え
る
統
計
㊮
料
も
な
く
、
一
九
四
五
年
の
接
收
ま
で
の
後
半

朞
の
藏
書
形
成
を
具
體
的
に
知
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
戰
後
橋
川
時

雄
が
外
務
大
臣
吉
田
茂
に
提
出
し
た
「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
中
國
側
接
收
の

顛
末
報
吿
の
件（

（3
（

」
に
は
、「
本
會
所
藏
の
圖
書
に
就
て
は
、
既
に
編
印
さ
れ
た
る

北
平
人
文
科
學
硏
究
所
書
籍
目
錄
十
册
及
び
其
の
後
の
購
入
書
目
を
相
𣷹
へ
、
一

部
の
紛
失
も
な
く
、
其
諸
原
簿
に
照
し
て
點
檢
の
上
、
敎
育
部
に
接
收
移
交
さ
れ

た
り
」
と
あ
り
、『
目
錄
』『
續
目
』
以
後
も
購
入
さ
れ
た
書
籍
が
存
在
し
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏

書
目
錄 

再
續
』
三
册
（
中
國
科
學
院
文
獻
情
報
中
心
所
藏
）
こ
そ
、
北
京
人
文
科
學

硏
究
所
の
最
終
的
な
藏
書
の
全
體
像
を
傳
え
る
、
現
時
點
に
お
い
て
は
唯
一
の
㊮
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表
に
は
、
現
在
中
國
科
學
院
文
獻
情
報
中
心
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
『
目
錄
』

『
續
目
』『
再
續
』
の
眉
欄
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
算
用
數
字
の
通
し
番
號
に
よ
り
、

各
分
類
別
の
藏
書
部
數
を
示
し
た
。『
目
錄
』、『
續
目
』
以
後
、『
再
續
』
に
お
い

て
は
約
四
千
部
の
書
目
が
增
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
分
類
に
お
い
て

顯
著
な
增
加
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
史
部
・
目
錄
類
や
子
部
・
雜
家
類
（
雜

志
・
朞
刊
）
の
增
加
は
、
當
時
各
種
目
錄
や
朞
刊
雜
誌
が
續
々
と
刊
行
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
積
極
的
に
蒐
集
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
史
部
・
金
石
類
の
書
目

の
增
加
も
、
當
時
新
た
に
盛
行
し
た
學
問
領
域
の
傾
向
と
連
動
す
る
も
の
と
み

え
、
と
り
わ
け
羅
振
玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
）
や
そ
の
子
羅
福
頤
（
一
九
〇
五

～
一
九
八
一
）
の
著
書
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
㊟
意
さ
れ
る
。
羅
振
玉
は
滿

州
國
の
參
議
府
參
議
や
監
察
院
長
も
務
め
て
お
り
、
橋
川
は
後
日
回
想
し
て
「
大

連
の
圖
書
館
に
行
っ
て
、
中
國
に
な
い
書
物
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
若
い
硏

究
員
を
つ
れ
て
い
っ
て
調
べ
ま
し
た
。
一
緖
に
行
っ
た
の
は
た
し
か
謝
國
禎
・
張

壽
林
の
二
人（

（3
（

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
羅
振
玉
の
藏
書
の
こ
と
も
調
べ
た
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
京
城
の
圖
書
館
に
行
っ
て
調
べ
さ
せ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
日
本
の
圖

書
館
へ
も
行
か
せ
る
段
取
り
に
し
て
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
日
本
の
圖
書
館
に
は

結
局
行
か
な
い
で
終
わ
っ
た
。
…
…
（
羅
振
玉
は
＝
筆
者
補
）
い
ろ
い
ろ
な
面
で
非

常
に
よ
く
援
助
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
『
再
續
』
に

は
、
學
問
の
新
た
な
趨
勢
を
示
す
書
物
の
增
加
や
、
橋
川
と
交
流
を
も
っ
た
學
者

に
よ
る
便
宜
の
提
供
、
ま
た
大
連
や
京
城
へ
の
訪
書
活
動
の
成
果
な
ど
が
さ
ま
ざ

ま
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
檢
討
考
察
を
加
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
右
の
文
で
橋
川
が
言
及
し
て
い
る
京
城
で
の
調
査
と
い
う
こ
と
と
、

表：北京人 科學硏究所藏書部數分類別一覽
　（『目錄』、『續目』、『再續』）

分　　類 『目錄』『續目』 小計* 『再續』 合計
經部 易類 236 7 243 8 251

書類 136 1 137 18 155
詩類 166 3 169 33 202
禮類 209 6 215 39 254
樂類 24 0 24 0 24
春秋類 121 7 128 18 146
四書類 235 14 249 21 270
孝經類 20 2 22 1 23
小學類 476 34 510 64 574
經總類 125 12 137 25 162
計 1748 86 1834 227 2061

史部 正史類 93 9 102 35 137
編年類 95 7 102 38 140
紀事本末類 57 4 61 16 77
別史類 66 3 69 17 86
雜史類 177 4 181 57 238
史鈔類 19 4 23 2 25
史表類 13 1 14 7 21
載記類 43 0 43 13 56
外國史類 8 1 9 10 19
傳記類 613 91 704 387 1091
地理類 754 44 798 379 1177
時令類 4 6 10 3 13
詔令奏議類 191 18 209 115 324
職官類 64 3 67 70 137
政書類 442 57 499 1011 1510
目錄類 383 77 460 259 719
金石類 412 25 437 111 548
史評類 66 9 75 25 100
史料類 9 1 10 129 139
計 3509 364 3873 2684 6557

子部 儒家類 195 35 230 78 308
兵家類 39 11 50 12 62
法家類 25 0 25 27 52
農家類 38 2 40 23 63
醫家類 176 79 255 23 278
天文算法類 38 17 55 14 69
術數類 39 11 50 9 59
藝術類 100 41 141 21 162
釋家類 43 17 60 28 88
衟家類 55 10 65 - 65
雜家類 431 67 498 223 721
說叢類 154 25 179 20 199
譜錄類 46 8 54 8 62
類書類 157 37 194 58 252
計 1536 360 1896 544 2440

集部 楚詞類 19 1 20 34 54
別集類 2066 824 2890 249 3139
總集類 488 167 655 75 730
詞曲類 95 75 170 8 178
小說類 8 2 10 9 19
集評類 79 29 108 19 127
計 2755 1098 3853 394 4247

叢書部 類叢類 347 107 454 64 518
雜叢類 310 36 346 35 381
郡邑類 62 22 84 4 88
族 類 71 36 107 1 108
專箸類 341 63 404 58 462
計 1131 264 1395 162 1557

方志部 − − 2144 − 2144
總計 10679 2172 14995 4011 19006

*『目錄』と『續目』の各分類の書目數の小計。



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
一
五

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
朝
鮮
本
の
蒐
集
に
つ
い
て
㊟
目
し
て
み
た
い
。

（
２
）
朝
鮮
本
の
調
査
、
蒐
集

　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
中
、
日
本
撰
述
書
は
『
目
錄
』『
續
目
』
に
も

し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
が
、
朝
鮮
本
は
合
計
三
二
部
に
止
ま
る
。
こ
れ
に
對
し

て
『
再
續
』
に
お
い
て
は
、
增
加
し
た
四
〇
一
一
部
中
、
朝
鮮
本
は
二
二
一
部
に

上
る（

（3
（

。
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
特
に
後
半
朞
に
お
い
て
朝
鮮
本
が
增
加
し
て
い

る
理
由
の
一
つ
は
、
先
に
觸
れ
た
橋
川
に
よ
る
京
城
で
の
書
籍
調
査
が
一
九
四
〇

年
に
實
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
連
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
川
は
こ

の
時
、
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
の
硏
究
員
で
あ
っ
た
張
壽
林
、
謝
國
禎
、
班
書

閣
、
孫
海
波
の
四
名
の
中
國
學
者
を
帶
同
し
て
京
城
を
訪
問
し
て
い
る（

（4
（

。
そ
し
て
、

橋
川
を
京
城
で
の
書
籍
調
査
へ
と
赴
か
せ
た
き
っ
か
け
と
し
て
㊟
目
さ
れ
る
の

が
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
で
の
活
動
開
始
當
初
の
一
九
三
一
年
、
橋
川
が
章
炳

麟
（
一
八
六
九
～
一
九
三
六
）
の
も
と
を
訪
れ
た
際
に
章
炳
麟
が
語
っ
た
、
次
の
よ

う
な
話
が
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

又
云
ふ
、『
淸
史
稿
』
の
著
作
あ
る
も
不
滿
意
の
點
甚
だ
多
し
。
淸
史
の
㊮

料
は
『
朙
實
錄
』
及
朙
人
の
公
私
著
書
中
に
多
し
、
然
も
建
州
時
代
の
史
料

は
朝
鮮
に
求
め
ざ
る
可
ら
ず
。
淸
人
は
初
め
文
字
な
け
れ
ば
、
其
祖
の
世
系

に
至
り
て
は
、
顚
倒
缼
脫
多
し
、
朙
人
の
記
錄
に
も
一
貫
せ
ざ
る
所
多
き
な

り
と
語
り
、
機
會
を
得
れ
ば
其
史
料
を
求
む
る
爲
に
朝
鮮
に
赴
き
度
き
希

を
漏
ら
し
た
り（
（4
（

。

こ
の
面
談
は
、
中
國
史
硏
究
に
は
朝
鮮
本
の
調
査
が
必
至
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

橋
川
に
深
く
印
象
づ
け
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

さ
て
、『
再
續
』
を
み
る
と
、
特
に
い
く
つ
か
の
部
類
に
お
い
て
朝
鮮
本
の
增

加
が
顯
著
で
あ
る
。
例
え
ば
史
部
・
傳
記
類
・
志
錄
や
集
部
・
別
集
類
・
朙
な
ど

の
部
類
で
は
、『
再
續
』
に
著
錄
さ
れ
た
書
目
の
過
半
數
を
朝
鮮
撰
述
書
が
占
め

て
い
る（
（4
（

。
中
で
も
經
部
・
禮
類
・
雜
禮
は
一
六
部
中
一
四
部
ま
で
も
が
朝
鮮
撰
述

本
で
あ
る
（『
再
續
』
の
記
載
に
基
き
左
に
列
擧
す
る
）。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
書
目
に

對
す
る
提
要
の
執
筆
狀
況
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け

る
典
籍
の
調
査
、
硏
究
、
蒐
書
狀
況
の
一
端
が
浮
か
び
上
が
る
。

・
奉
先
雜
儀
上
下
二
卷 

朙
朝
鮮
李
彥
廸
［
奎
章
閣
藏
刊
本
・
孫
海
波
］

・
四
禮
訓
蒙
不
分
卷 

朝
鮮
白
沙
李
恆
福
編
［
朝
鮮
光
海
君
一
四
年
初
刊
本
・

班
書
閣
］

・
喪
禮
備
要
上
下
二
卷 

朝
鮮
申
義
慶
［
奎
章
閣
藏
印
本
・
張
壽
林
］

・
家
禮
輯
覽
一
〇
卷 

朙
朝
鮮
金
長
生
［
奎
章
閣
藏
印
本
・
張
壽
林
］

・
疑
禮
問
解
四
卷 

金
長
生
纂
述
、
金
士
剛
校
［
刊
本
・
孫
海
波
］

・
家
禮
源
流
一
四
卷
又
續
二
卷 

朝
鮮
兪
棨
撰

・
朙
齊
先
生
疑
禮
問
答
八
卷 

朝
鮮
尹
拯
［
奎
章
閣
藏
本
・
張
壽
林
］

・
南
溪
先
生
禮
說
二
〇
卷 

朝
鮮
李
文
純
著
、
金
直
鄕
纂
輯
［
奎
章
閣
藏
印
本
・

張
壽
林
］

・
三
禮
儀
三
卷
外
附
改
葬
儀 

朴
世
采
著
［
奎
章
閣
藏
刊
本
・
孫
海
波
、
張
壽
林
］

・
增
補
四
禮
便
覽
八
卷
補
遺
一
卷 

朝
鮮
李
陶
菴
撰
、
黃
泌
秀
增
補
［
奎
章
閣

藏
刊
本
・
孫
海
波
］

・
禮
疑
類
輯
二
四
卷
又
附
錄
上
下
二
卷 

朝
鮮
李
惟
哲
著
、
朴
聖
源
輯
［
朝
鮮

刊
本
］

・
家
禮
增
解
一
四
卷 

朝
鮮
李
孟
宗
［
朝
鮮
刊
本
・
班
書
閣
］

・
常
變
通
考
三
〇
卷 

朝
鮮
楊
長
源
［
奎
章
閣
藏
刊
本
・
孫
海
波
］

・
改
葬
備
要
不
分
卷 

朝
鮮
橫
溪
病
塤

　
［　

］
に
は
、
現
在
殘
る
當
該
書
目
の
提
要
稿
本
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
提
要

の
執
筆
者
を
揭
げ
た（

（4
（

が
、
右
に
あ
げ
た
一
四
の
書
目
の
う
ち
、
提
要
稿
本
が
殘
る

も
の
は
執
筆
者
不
朙
の
「
禮
疑
類
輯
」
を
除
き
、
他
は
全
て
一
九
四
〇
年
の
橋
川



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
一
六

の
京
城
訪
問
に
同
行
し
た
孫
海
波
、
班
書
閣
、
張
壽
林
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
も
う
一
名
の
同
行
者
謝
國
禎
も
、「
建
州
紀
程
圖
記
一
卷
」、「
軍
門
謄

錄
一
卷
」、「
眉
巖
日
記
草
十
一
册
」、「
攷
事
撮
要
三
卷
」、「
蓀
谷
集
六
卷
」
な
ど
、

『
再
續
』
の
各
部
類
に
著
錄
さ
れ
る
朝
鮮
本
の
提
要
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

な
お
雜
禮
の
部
類
の
狀
況
に
再
び
目
を
戾
す
と
、
提
要
の
執
筆
に
際
し
て
は

『
再
續
』
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
奎
章
閣
藏
本
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
鑑
み
る
に
、
こ
れ
ら
朝
鮮
本
の
提
要
執
筆
は
、
一

九
四
〇
年
の
京
城
で
の
實
地
調
査
に
際
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
橋
川
に
同

行
し
た
中
國
學
者
が
集
中
し
て
提
要
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
樣
子
が
推
し
量
ら
れ
る
。

つ
ま
り
今
に
い
う
「
域
外
漢
籍
硏
究
」
が
、
日
中
雙
方
の
人
士
の
協
同
に
よ
り
實

踐
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
典
籍
の
調
査
、
提
要
の
執
筆
と

竝
行
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
關

連
の
典
籍
の
蒐
集
に
も
力
が
㊟
が
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
途
上
で
硏
究

所
は
閉
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
に
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
蒐
書
に
先
ん
ず
る
か
た

ち
で
、
各
地
の
「
善
本
」
調
査
と
提
要
の
執
筆
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
孫
楷

第
（
一
八
九
八
～
一
九
八
六
）
ら
が
擔
當
し
た
「
集
部
・
小
說
類
」
に
も
同
樣
の
現

象
が
み
ら
れ
る（

（4
（

。
す
な
わ
ち
、
小
說
類
の
提
要
稿
本
に
は
「
日
本
內
閣
文
庫
」
や

「
大
連
圖
書
館
」
な
ど
の
本
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
北
京
人
文
科
學
硏
究

所
の
『
目
錄
』『
續
目
』、
そ
し
て
『
再
續
』
に
お
け
る
小
說
類
の
著
錄
は
わ
ず
か

で
あ
る
（
表
參
照
）。
な
お
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
目
錄
が
小
說
を
集
部
に
置

い
て
い
る
の
は
日
本
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
中
國
に
お
け
る
目
錄
で
は
最
初

の
例
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
こ
で
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
目
錄

分
類
の
こ
と
に
觸
れ
、
小
稿
を
結
び
た
い
。

お
わ
り
に

　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
目
錄
の
分
類
が
、
四
庫
全
書
の
分
類
を
基
本

と
し
つ
つ
も
、
獨
自
の
特
徵
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
長
澤
規
榘
也
（
一

九
〇
二
～
一
九
八
〇
）
や
植
野
武
雄
（
一
八
九
七
～
一
九
四
九
（
（4
（

）
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。

い
ま
、
長
澤
の
言
を
引
く
と
、

分
類
は
四
庫
に
則
り
、
增
訂
を
施
し
た
も
の
。
…
目
錄
と
金
石
と
は
ば
か
に

詳
し
い
。
小
說
を
說
叢
と
避
け
た
の
は
よ
い
が
、
雜
家
に
合
せ
な
か
つ
た
の

は
ど
う
か
。
こ
れ
だ
け
細
別
し
た
の
だ
か
ら
編
者
小
竹
氏
の
努
力
は
大
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
叢
書
と
方
志
と
が
各
別
册
に
な
つ
て
ゐ
る（

（4
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
長
澤
が
指
摘
す
る
「
目
錄
」
類
の
詳
し
さ
に
關
し
て
㊟
目
さ
れ

る
の
は
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
『
目
錄
』
と
『
續
目
』
は
小
竹
武
夫
の
編
に

よ
る
が
、「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
事
務
所
暫
行
辦
事
細
則
」（
一
九
三
四
年
）

に
は
事
務
囑
託
の
蕭
璋
が
「
本
會
藏
書
の
分
類
を
擔
當（
（4
（

」
す
る
と
あ
り
、
そ
の
蕭

璋
が
編
纂
し
た
『
國
立
北
平
圖
書
館
書
目 

目
錄
類
』（
一
九
三
四
年
八
⺼
印
行
）
が
、

ほ
ぼ
『
目
錄
』
に
一
致
す
る
詳
し
い
「
目
錄
類
」
の
分
類
方
法
を
す
で
に
提
示
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
少
な
く
と
も
、「
目
錄
類
」
の
分
類
方
法
に
つ
い

て
は
蕭
璋
の
關
與
、
貢
獻
は
朙
ら
か
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
日
中
協
同
」
の
古
典

學
硏
究
成
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
長
澤
は
續
い
て
發
表
し
た
「
漢
籍
集
部
分
類
表（

（4
（

」
で
、
漢
籍
の
分
類
に
つ

い
て
「
子
部
小
說
家
類
は
紛
し
い
か
ら
省
い
て
、
大
部
分
雜
家
類
に
入
れ
」、「
戲

曲
小
說
類
を
集
部
の
附
錄
」
と
す
る
方
針
を
提
案
し
て
い
る
。
西
洋
の
影
響
を
受

け
て
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
中
國
古
典
學
の
體
系
を
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
く
か
。
古
典
籍
の
目
錄
分
類
は
、
そ
の
葛
藤
と
試
行
錯

誤
の
過
程
を
如
實
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
澤
は
「
支
那
の
學
問
は
、
西



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
一
七

洋
の
學
問
と
は
根
本
的
に
異
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
西
洋
流
の
分
類
法
は
㊜
用
し

に
く
い
の
は
當
然
」
と
し
て
「
依
然
と
し
て
四
庫
分
類
法
を
採
る
」
と
述
べ
る
。

こ
れ
は
小
稿
第
一
節
で
と
り
あ
げ
た
、
中
國
古
典
學
を
含
む
人
文
科
學
硏
究
の
對

象
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
と
い
う
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
設
立
時
の
議
論

に
再
び
重
な
る
問
題
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
橋
川
時
雄
は
終
戰
後
に
歸
國
し
て
京
都
女
子
大
學
な
ど
で
敎

鞭
を
執
る
が
、
そ
の
際
「
文
史
學
」
な
る
名
稱
の
も
と
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
橋
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
國
の
人
文
原
理
は
、
質
的
に
も
外
形
的
に
も
き
わ
め
て
多
彩
で
は
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
に
整
わ
れ
た
る
條
理
要
件
が
あ
る
、
複
雜
で
な
く
て
錯
綜
で

あ
る
、
そ
の
う
ち
に
兩
つ
の
主
要
な
る
色
絲
が
錯
綜
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
は

〝
文
〟
と
〝
史
〟
で
あ
る
。
中
國
の
歷
史
文
化
に
は
文
的
事
象
と
史
的
事
象

の
兩
つ
が
〝
ひ
と
つ
〟
の
映
像
と
し
て
組
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。…
…
文
史
兩
つ
の
事
象
で
は
あ
る
が
一
つ
の
顏
に
み
る
と
い
う
意
味
で
、

文
史
の
不
一
不
二
性
が
强
調
さ
れ
る（

（5
（

。

　

中
國
の
學
問
は
、
文
學
や
史
學
な
ど
が
「
渾
然
一
個
獨
特
ノ
文
化
ヲ
形
成
ス
ル

モ
ノ
」
と
主
張
し
た
狩
野
直
喜
の
發
言
が
再
び
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

　

近
代
以
降
の
新
た
な
「
傳
統
」
の
中
で
、
中
國
古
典
學
を
い
か
に
位
置
づ
け
て

い
く
か
。
圖
書
分
類
に
お
い
て
は
中
國
古
典
籍
（
四
部
分
類
）
と
そ
の
他
の
書
籍

を
切
り
分
け
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
一
つ

の
基
準
の
も
と
に
ま
と
め
る
の
か
、
ま
た
學
問
體
系
は
い
か
に
構
築
す
べ
き
か
、

そ
し
て
ま
た
古
典
學
の
現
代
的
意
義
は
い
ず
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
課
題
に

對
す
る
回
答
は
、
時
代
と
と
も
に
變
わ
り
ゆ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
中
國
古
典
學

の
立
場
か
ら
い
か
な
る
發
信
が
可
能
か
と
考
え
る
と
き
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所

の
實
踐
は
正
負
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
文
科
學
に

お
け
る
圖
書
㊮
料
の
意
味
、
そ
の
體
系
化
の
問
題
、
ま
た
中
國
古
典
學
を
「
域

外
」
を
含
む
「
東
ア
ジ
ア
古
典
學
」
へ
と
展
開
す
る
こ
と
の
意
義
と
難
し
さ
、
ま

た
國
や
地
域
を
超
え
た
協
同
硏
究
の
あ
り
方
な
ど
、
未
完
に
終
わ
っ
た
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
い
か
に
評
價
し
、
批
判
し
、
活
か
し
う
る
の
か
、
現
在
に
向
け
て
殘

さ
れ
た
課
題
と
し
て
受
け
と
め
た
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
藏
書
の
一
部
は
臺
灣
に
運
ば
れ
、
中
央
硏
究

院
歷
史
語
言
硏
究
所
傅
斯
年
圖
書
館
に
收
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
北
京
人
文
科

學
硏
究
所
舊
藏
書
を
含
む
「
珍
本
」
の
影
印
な
ど
が
近
年
續
々
と
刊
行
さ
れ
て
い

る（
（5
（

。
圖
書
館
史
や
圖
書
館
學
に
關
す
る
硏
究
や
㊮
料
の
刊
行
は
中
國
で
も
相
繼
い

で
お
り
、
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
が
目
指
し
た
人
文
科
學
、
古
典
學
は
、
い
ま
ま

た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
拓
き
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

㊟
（
１
）　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
お
よ
び
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
に
つ
い
て
は
、『
東
方

文
化
事
業
總
委
員
會
竝
北
平
人
文
科
學
硏
究
所
の
槪
況
』（
一
九
三
五
年
、
以
下
『
槪

況
』）。
阿
部
洋
『「
對
支
文
化
事
業
」
の
硏
究

―
戰
歬
朞
日
中
敎
育
文
化
交
流
の

展
開
と
挫
折

―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。
今
村
與
志
雄
編
『
橋
川
時
雄
の

詩
文
と
追
憶
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。
高
田
時
雄
編
『
民
國
朞
の
學
術
界
』

（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）。
小
黑
浩
司
『
圖
書
館
を
め
ぐ
る
日
中
の
近
代　

友
好

と
對
立
の
は
ざ
ま
で
』（
靑
弓
社
、
二
〇
一
六
年
）。
ま
た
河
野
貴
美
子
「
北
京
人
文

科
學
硏
究
所
の
藏
書
か
ら
考
え
る
「
投
企
す
る
古
典
性
」（
荒
木
浩
編
『
古
典
の
未

來
學

―Projecting Classicism

』
文
學
通
信
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。

（
２
）　

民
友
社
、
一
九
二
八
年
刊
。

（
３
）　

河
野
貴
美
子
「
北
京
大
學
圖
書
館
藏
余
嘉
錫
校
『
弘
決
外
典
鈔
』
に
つ
い
て
」

（『
汲
古
』
五
八
、
二
〇
一
〇
年
一
二
⺼
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
一
八

印
本
（
橋
川
時
雄
主
編
、
今
村
與
志
雄
編
『
文
字
同
盟
』
全
三
卷
、
汲
古
書
院
、
一

九
九
〇
～
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。

（
18
）　

歬
揭
㊟
（
17
）『
文
字
同
盟
』
參
照
。

（
19
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
要
』「
五
、
本
會
事
務
組
織
の
統
制
」
一
七
丁
オ
―
ウ
。

（
20
）　

歬
揭
㊟
（
１
）
河
野
貴
美
子
論
文
參
照
。

（
21
）　

歬
揭
㊟
（
16
）
王
古
魯
論
文
。
な
お
王
古
魯
は
『
最
近
日
人
硏
究
中
國
學
術
之
一

斑
』（
一
九
三
六
年
）
で
他
の
名
人
名
家
舊
藏
本
等
も
列
擧
し
て
い
る
。

（
22
）　

石
祥
『
杭
州
丁
氏
八
千
卷
樓
書
事
新
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

等
參
照
。

（
23
）　
『
圖
書
籌
備
處
藏
書
目
錄
』
に
は
合
計
二
六
部
の
書
目
に
對
し
て
そ
れ
が
「
四
庫

底
本
」
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）　

李
雲
『
海
源
閣
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
等
參
照
。

（
25
）　
「
海
源
閣
之
調
査
與
協
議
」『
中
華
圖
書
館
協
會
會
報
』
六
―
四
、
一
九
三
一
年

二
⺼
、「
海
源
閣
續
聞
」『
同
』
六
―
五
、
同
四
⺼
、「
海
源
閣
續
訊
」『
同
』
六
―
六
、

同
六
⺼
、「
魯
省
府
價
買
海
源
閣
藏
書
」『
同
』
七
―
二
、
同
一
〇
⺼
、「
中
央
將
收

買
海
源
閣
藏
書
」『
同
』
一
〇
―
三
、
一
九
三
四
年
一
二
⺼
、「
北
平
圖
書
館
價
購
海

源
閣
藏
書
」『
同
』
二
〇
―
一
・
二
・
三
、
一
九
四
六
年
六
⺼
等
。
以
上
『
中
國
圖

書
館
學
史
料
叢
刊
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
參
照
。

（
26
）　
『
參
考
㊮
料
關
係
雜
件
第
一
卷
』（
國
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歷
史
㊮
料
セ
ン
タ
ー
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
）
參
照
。

（
27
）　

岡
村
敬
二
『
遺
さ
れ
た
藏
書
―
滿
鐵
圖
書
館
・
海
外
日
本
圖
書
館
の
歷
史
』
１

「
滿
鐵
圖
書
館
」（
阿
吽
社
、
一
九
九
四
年
）
等
參
照
。

（
28
）　

上
海
古
籍
出
版
社
の
複
製
（
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。

（
29
）　

徐
鴻
寶
は
北
京
大
學
圖
書
館
館
長
、
國
立
北
平
圖
書
館
採
訪
部
主
任
、
ま
た
戰
後

は
上
海
博
物
館
館
長
等
を
歷
任
し
た
人
物
。

（
30
）　

橋
川
は
提
要
の
編
纂
に
お
い
て
、「
一
番
賴
り
」
に
な
っ
た
中
國
學
者
は
胡
玉
縉

（
４
）　

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
九
⺼
一
九
日
に
北
京
大
使
館
參
事
官
若
杉
要
が
廣
田

弘
毅
外
相
に
あ
て
た
意
見
書
「
對
支
文
化
事
業
改
善
案
竝
北
平
ニ
於
ケ
ル
文
化
事
業

振
興
案
ニ
關
ス
ル
件
」（『
各
國
ノ
團
匪
賠
償
金
處
分
關
係
雜
件
／
日
本
ノ
態
度 

昭
和

十
年
』（
國
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歷
史
㊮
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
等
參
照
。

（
５
）　
『
總
委
員
會
關
係
雜
件 

總
委
員
會
總
會
關
係
第
一
卷
』「
第
一
回
總
會
大
正
十
四
年

十
⺼ 
分
割
２
」（
國
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歷
史
㊮
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
參
照
。

（
６
）　
「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
竝
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
便
覽
」
一
九
四
〇
年
（
以

下
『
便
覽
』。
歬
揭
㊟
（
１
）
今
村
與
志
雄
編
書
所
收
）
一
八
〇
―
一
八
一
頁
參
照
。

（
７
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
況
』「
八
、
圖
書
の
購
入
及
整
理
」
二
七
丁
ウ
。

（
８
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
況
』「
六
、
續
修
提
要
編
纂
の
事
業
經
過
」
二
一
丁
ウ
。

（
９
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
況
』「
八
、
圖
書
の
購
入
及
整
理
」
二
七
丁
ウ
。

（
10
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
況
』「
三
、
圖
書
館
設
置
の
籌
備
處
開
設
」
九
丁
オ
―
ウ
。

（
11
）　
『
總
委
員
會
關
係
雜
件
第
一
卷
』「
總
委
員
會
雜
信
昭
和
七
年
中 

圖
書
籌
備
處
人
員

表
」（
國
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歷
史
㊮
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
參
照
。

（
12
）　

橋
川
時
雄
と
中
國
學
者
の
幅
廣
い
交
遊
關
係
は
そ
の
著
書
『
中
國
文
化
界
人
物
總

鑑
』（
中
華
法
令
編
印
館
、
一
九
四
〇
年
）
が
中
國
の
文
化
界
人
物
「
四
千
五
六
百

人
」（
傅
增
湘
序
）
の
略
傳
を
記
す
こ
と
が
端
的
に
示
す
。

（
13
）　

橋
川
時
雄
「
天
津
、
濟
南
及
長
江
地
方
學
事
視
察
報
吿
書
」（
歬
揭
㊟
（
１
）
高

田
時
雄
編
書
所
收
）
參
照
。

（
14
）　

昭
和
九
年
度
（
一
九
三
四
）
か
ら
一
二
年
度
（
一
九
三
七
）
ま
で
、
年
度
每
の
擬

購
圖
書
朙
細
書
が
殘
る
。『
北
京
圖
書
館
關
係
雜
件
第
二
卷
』（
國
立
公
文
書
館
ア
ジ

ア
歷
史
㊮
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
參
照
。

（
15
）　

王
古
魯
は
日
本
に
留
學
し
東
京
文
理
大
學
敎
授
等
を
務
め
た
人
物
。
苗
懷
朙
整
理

『
王
古
魯
小
說
戲
曲
論
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
等
參
照
。

（
16
）　
『
圖
書
館
學
季
刊
』
九
―
二
、
一
九
三
五
年
六
⺼
。

（
17
）　
『
文
字
同
盟
』
第
一
號
（
一
九
二
七
年
）
揭
載
の
廣
吿
參
照
。『
文
字
同
盟
』
は
影



北
京
人
文
科
學
硏
究
所
に
お
け
る
藏
書
形
成
と
中
國
古
典
學

二
一
九

參
照
。

（
41
）　

歬
揭
㊟
（
13
）
橋
川
時
雄
「
天
津
、
濟
南
及
長
江
地
方
學
事
視
察
報
吿
書
」
一
〇

頁
。
な
お
橋
川
は
「
章
太
炎
先
生
謁
見
紀
語
」
と
し
て
當
日
の
筆
談
記
錄
も
殘
し
て

い
る
。
歬
揭
㊟
（
１
）
高
田
時
雄
編
書
所
收
。

（
42
）　

史
部
・
傳
記
類
・
志
錄
は
二
七
部
中
一
五
部
、
集
部
・
別
集
類
・
朙
は
五
八
部
中

三
七
部
が
朝
鮮
本
。

（
43
）　

中
國
科
學
院
圖
書
館
整
理
『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
（
稿
本
）』（
齊
魯
書
社
、

一
九
九
六
年
）
お
よ
び
同
書
歬
言
（
羅
琳
執
筆
）
參
照
。

（
44
）　

當
時
の
中
國
に
お
け
る
小
說
硏
究
に
つ
い
て
は
稻
森
雅
子
『
開
戰
歬
夜
の
日
中
學

術
交
流
―
民
國
北
京
の
大
學
人
と
日
本
人
留
學
生
―
』（
九
州
大
學
出
版
會
、
二
〇

二
一
年
）
等
も
參
照
。

（
45
）　

金
文
京
「
中
國
目
錄
學
史
上
に
お
け
る
子
部
の
意
義
―
六
朝
朞
目
錄
の
再
檢
討

―
」（『
斯
衟
文
庫
論
集
』
三
三
、
一
九
九
九
年
二
⺼
）。
ま
た
河
野
貴
美
子
「
日
中

近
代
の
圖
書
分
類
か
ら
み
る
「
文
學
」、「
小
說
」」（
小
峯
和
朙
監
修
、
金
英
順
編

『
シ
リ
ー
ズ
日
本
文
學
の
展

を
拓
く 

第
一
卷 

東
ア
ジ
ア
の
文
學
圈
』
笠
閒
書
院
、

二
〇
一
七
年
）
も
參
照
。

（
46
）　
「
漢
籍
分
類
法
變
遷
史
」（『
收
書
⺼
報
』
八
八
、
一
九
四
三
年
五
⺼
）。
植
野
武
雄

に
つ
い
て
は
吾
妻
重
二
「
植
野
武
雄
と
そ
の
東
洋
學
―
附
・
著
述
目
錄
」（『
關
西
大

學
東
西
學
術
硏
究
所
紀
要
』
五
一
、
二
〇
一
八
年
四
⺼
）
參
照
。

（
47
）　
「
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
藏
書
目
錄
」（『
書
誌
學
』
一
一
―
六
、
一
九
三
八
年
一

二
⺼
）
三
一
頁
。

（
48
）　

歬
揭
㊟
（
１
）『
槪
況
』「
五
、
本
會
事
務
組
織
の
統
制
」
二
〇
丁
ウ
參
照
。

（
49
）　

一
九
三
九
年
初
出
、『
長
澤
規
榘
也
著
作
集
第
七
卷
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七

年
）
四
六
四
―
四
六
九
頁
。

（
50
）　

橋
川
時
雄
『
中
國
文
史
學
槪
論 

１
．
自
序
篇
』
一
九
四
八
年
謄
寫
版
一
三
頁
。

（
51
）　

邱
仲
麟
主
編
『
傅
斯
年
圖
書
館
藏
古
籍
珍
本
叢
刊
』
全
三
〇
册
（
中
央
硏
究
院
歷

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
歬
揭
㊟
（
１
）
今
村
與
志
雄
編
書
所
收
「
東
方
文
化
事

業
總
委
員
會
・
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
こ
と
」
三
〇
九
頁
參
照
。

（
31
）　

北
京
人
文
科
學
硏
究
所
で
も
例
え
ば
傅
增
湘
舊
藏
宋
監
本
「
周
易
正
義
一
四
卷
」

の
影
印
を
一
九
三
五
年
に
出
版
し
て
い
る
。『
書
誌
學
』
六
―
二
、
一
九
三
六
年
二

⺼
參
照
。

（
32
）　

春
秋
權
衡
一
七
卷 

五
五
二
五
、
丹
溪
先
生
金
匱
良
方
三
卷 

五
五
二
九
、
宋
槧
漢

書
殘
本
攷
異 
五
八
七
七
、
史
記
一
三
〇
卷 

六
二
八
四
、
濯
纓
亭
筆
記
一
〇
卷
坿
禮

記
集
說
辨
疑
一
卷 
六
二
八
五
、
醫
經
小
學
六
卷
傷
寒
治
例
一
卷 

六
二
八
六
、
飮
膳

正
要
三
卷 

六
二
八
七
、
說
文
解
字
五
音
韻
譜
一
二
卷 

六
二
八
八
、
周
易
纂
言
集
註

四
卷 

六
二
八
九
、
難
經
本
義
二
卷 
六
二
九
〇
。
四
桁
の
漢
數
字
は
書
號
。

（
33
）　

池
澤
正
晃
「
寫
眞
で
た
ど
る
『
大
漢
和
辭
典
』
編
纂
史
第
一
部
『
大
漢
和
辭
典
卷

一
』
刊
行
と
原
版
燒
失
ま
で
―
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
～
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
そ
の
五
」
二
〇
一
六
年
六
⺼
六
日
（
漢
字
文
化
㊮
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
參

照
。

（
34
）　

九
州
大
學
中
國
文
學
會
（
代
表 

靜
永
健
）
編
『
目
加
田
誠
「
北
平
日
記
」
―
一
九

三
〇
年
代
北
京
に
お
け
る
日
中
學
術
交
流
―
』（
中
國
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
二
〇

九
頁
。

（
35
）　
『
再
續
』
の
基
本
事
項
は
歬
揭
㊟
（
１
）
河
野
貴
美
子
論
文
も
參
照
。

（
36
）　

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
五
⺼
一
〇
日
。
歬
揭
㊟
（
１
）
今
村
與
志
雄
編
書
二

一
六
頁
。

（
37
）　

實
際
に
は
孫
海
波
、
班
書
閣
を
加
え
た
四
名
。
後
述
。

（
38
）　

歬
揭
㊟
（
30
）「
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
・
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
こ
と
」

三
一
五
、
三
二
七
頁
。

（
39
）　

こ
の
う
ち
七
二
部
は
朝
鮮
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
書
物
を
日
本
（
朝
鮮
總
督
府
等

を
含
む
）
で
刊
行
し
た
も
の
。

（
40
）　
『
書
物
同
好
會
會
報
』
九
（
一
九
四
〇
年
九
⺼
、
龍
溪
書
舍
一
九
七
八
年
複
製
）



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

二
二
〇

史
語
言
硏
究
所
、
二
〇
二
一
年
）
等
。

付
記
：
㊮
料
調
査
に
際
し
て
は
、
關
係
機
關
に
格
別
の
便
宜
を
い
た
だ
い
た
。
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